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巻頭のことば 「エーゲ海旅行道中の話題―続き」    柏木 寛 理事長 
  先月の話題にもしましたエーゲ海ヨット旅行中に感じた事ですが、多くの日本人観光客があちこちにギ

リシャの歴史と神話を熱心に訪ね歩いていました。ふり返って日本には古く「古事記」「日本書紀」等の歴

史書の中には神話が含まれていますがそれらが果たして日本人のバックボーンとして生きているのか疑問

に思えてなりません。 
近代に入ってから多くの技術者が欧米追従型で翻訳をしてそれを成果に採り入れることで満足している

状況をみても、日本のバックボーンとして誇りに出来るものは何なのか考えさせられます。 
  SEFにおいてもバックボーンになる思想は何なのか、その考え方を何処にどのような形で表せば良いの
か。皆様方でもよく考えて頂きたいと思います。   

 
１０月度理事会より 臨時総会・会員連絡会・会員懇親会の報告 
 １０月２６日に開催 
  １、当日開催の臨時総会の開催手順、内容確認、 
  ２、事務所移転に伴う契約書の見直し 
  ３、事務所移転承認後の手続き内容、費用 
  ４、事務所移転後の名刺、カタログ等の修正作業 
  ５、新入会員入会審査 
  ６、ホームページ内容刷新 
 等が審議決定されました。 
  尚、新しいホームページの「会員のページ」には理

事会議事録の最新版が掲載されています。詳細はそ

ちらを御覧下さい。 

１０月２６日の理事会に引続き開催されました 
１、臨時総会     １５時３０分～  
  事務所移転に係る定款第２条の変更が審議され

満場一致で議決されました。 
２、第６回会員連絡会 １５時５０分～ 
  新入会員挨拶、新カタログ説明、ホームページ内

容刷新説明、登録会員勧誘依頼、事業成行報告等 
 がなされました。（詳細は議事録を見てください） 
３、懇親会      １８時３０分～ 
  約２時間、自由討議と懇親で賑わいました。 

 
 
事業報告 
（中小企業支援分科会）    担当 黒山専務理事 
パンフレットの整備―年初来分科会で検討し、中小企業向けにＳＥＦとして何が支援出来るのかを出来る

だけ平易な表現で６項目に纏め、それを裏付けるＳＥＦのスタッフ能力を裏面に記載したパンフレット

（初版）を整備しました。今後運用結果を反映させながら逐次より良いものに改訂してゆきます。 
営業活動―刷新されたＳＥＦカタログとパンフレットを組み合わせて配布開始しました。 
客先反応―未だ配布先は限定されていますが、少しずつ反応があります。矢張り足を運んで直接客先と対

話をする事で初めてカタログやパンフレットの中味に目を向けて貰えるような状況です。 
今後―早く具体的な成果に繋がるように努力を続けたいと考えています。一番欲しいのは人脈を通じた客

先です。会員の皆様の人脈を是非活用させていただきたいと思っていますので宜しくお願いします。  
  

 
ＳＥＦサロン 
１０月度―会員懇親会開催のためサロンは休会でした。 
１１月度―開催日時 １１月１６日（水） １７時３０分より  場所 有楽町 ＬＡ ＳＴＥＬＬＡ 
     テーマ「ミニ地球実験設備について」  講演者 新田 慶治氏 （生態工学会 会長） 
      青森県にある「ミニ地球」実験設備での研究を主体とした興味深いお話が聞けそうです。 
                                              
会員動向 
１０月度新規入会正会員 
 福永喜朋（ふくなが よしとも）会員  
建築学科卒で主に千代田化工にて海外建設プロジェクトに従事され海外滞在延

べ２２年、５４ケ国訪問実績のあるバイタリティー溢れるシニアーです。 
入会を歓迎します。 

１０月末会員数 
正会員 ２３名 
準会員  １名 
賛助会員 １社 
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